
　
元
日
本
大
学
教
授
で
歌
人
・
文
学
博
士

の
藤
岡
武
雄
さ
ん（
千
枚
原
在
住
）が「
第

８
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
大
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
日
本
最
大
規
模
の
歌
人
の

親
睦
団
体
で
あ
る
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
」

が
平
成
22
年
に
設
立
し
た
名
誉
あ
る
賞
で

す
。

　
藤
岡
さ
ん
が
昨
秋
出
版
し
た
『
斎
藤
茂

吉　

生
き
た
足
あ
と
』（
本
阿
弥
書
店
）

を
中
心
と
し
た
永
年
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

斎
藤
茂
吉
研
究
の
第
一
人
者

　
現
在
91
歳
の
藤
岡
さ
ん
は
、
歌
人
斎
藤

茂
吉
（
１
８
８
２
～
１
９
５
３
年
）
研
究

の
権
威
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
で
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
茂
吉
を
選

び
、
そ
の
波
瀾
万
丈
の
生
涯
に
触
れ
て
か

ら
今
日
ま
で
、
60
年
以
上
に
渡
っ
て
精
力

的
に
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
資
料
に
触
れ
る

　
平
成
20
年
、
藤
岡
さ
ん
が
研
究
を
通
じ

て
集
め
た
膨
大
な
資
料
が
市
に
寄
贈
さ

れ
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
「
日
本
文

学
資
料
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
茂
吉
自
筆
の
書
簡
な
ど
、
貴
重
な

資
料
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
学
講
座
で
聴
く

　
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
図
書
館
文
学
講
座

▲受賞のきっかけにもなった『斎藤茂吉　生きた足あと』
を持つ藤岡さん

の
第
３
回
（
全
５
回
）
に
藤
岡
さ
ん
が
登
壇

と
き　
８
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

（
予
定
）

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義

室
※
入
場
無
料

内
容　
実
録「
楡に

れ
け家（

斎
藤
家
）の
人
び
と
」

定
員　
先
着
１
５
０
人
※
申
込
み
不
要

※
文
学
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
図
書
館

☎
９
８
３・０
８
８
０
ま
で

問
文
化
振
興
課
☎
９
８
３・２
７
５
６

《
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
歌
》

　
わ
が
庭
に
　
降
り
積
り
た
る

　
白
雪
は
　
真
向
ふ
富
士
の

　
上
ま
で
　
つ
づ
く

▲歌碑の場所は、菰池
公園近くの桜川沿い

▲日本文学資料館は、
生涯学習センターの
２階にあります。

藤
岡
武
雄
さ
ん

　　
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
大
賞
受
賞

8２０１７．７．１ 広報みしま



夏休み子どもイベント
夏休み応援企画

夏
休
み
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
！

夏
休
み
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
《
８
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
か
ら
》

時
８
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課
☎
９
８
３
・
０
８
８
１

　

参
加
費
無
料
、申
込
み
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
紙
芝
居
と
昔
遊
び

時
午
前
10
時
～
正
午
（
紙
芝
居
は
午

前
11
時
開
始
）

場
３
階
講
義
室

講
三
ツ
沢
グ
ッ
チ
さ
ん

内
ベ
ー
ゴ
マ
、
け
ん
玉
、
ぬ
り
絵
な
ど

■
折
り
紙
と
工
作

時
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

場
５
階
研
修
室

内
▼
折
り
紙
：
は
ね
馬
で
遊
ぼ
う
＆

飛
行
機
を
折
っ
て
飛
ば
そ
う
▼
工

作
：
フ
ェ
ル
ト
で
コ
ー
ス
タ
ー
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
作
ろ
う

講
マ
ナ
ビ
ス
ト
連
絡
会

■
①
水
陸
両
用
車
を
作
っ
て
み
よ
う

時
午
前
９
時
30
分
～
正
午

講
伊
豆
技
研
工
業
㈱

費
５
０
０
円

対
小
学
５
・
６
年
生

定
20
人

内
電
池
で
動
く
水
陸
両
用
車
を
作
っ

て
科
学
に
親
し
む
教
室
で
す
。

■
②
世
界
の
昆
虫
に
触
れ
て
み
よ
う

時
午
後
１
時
～
３
時

講
大
蔵
さ
ん
（
大
蔵
生
物
研
究
所
）

定
30
人
程
度
※
年
齢
制
限
な
し

内
世
界
の
美
し
い
蝶
の
標
本
（
ハ
ネ
）・

昆
虫
標
本
に
触
れ
て
み
よ
う

【
①
②
共
通
事
項
】

申
７
月
16
日
㈰
ま
で
に
、
備
え
付
け

申
込
用
紙
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

下
の
【
基
本
事
項
】、
学
年
、
希

望
の
イ
ベ
ン
ト
を
生
涯
学
習
課
〶

４
１
１
・
０
０
３
５
大
宮
町
１
・

８
・
38
、
℻
９
８
３
・
０
８
７
０

QR
※
応
募
多
数
時
抽
選

申
込
み
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト

自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト

お
寺
で
坐
禅
体
験

�

街
歩
き
と
親
子
坐
禅
会

歴
史
体
験
、
自
然
観
察

�

７・８
月
の
郷
土
教
室

申
込
み
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト

自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト

時
①
７
月
16
日
㈰
②
29
日
㈯
③
８
月

９
日
㈬
④
22
日
㈫
⑤
27
日
㈰
各
日

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

２
時
30
分

場
郷
土
資
料
館
（
楽
寿
園
内
）

内
①
江
戸
時
代
の
三
島
宿
：
紙
芝
居
、

三
島
宿
展
示
解
説
②
昔
の
く
ら
し
：

鰹
節
削
り
の
体
験
な
ど
③
昔
の
あ

そ
び
大
会
：
こ
ま
、
け
ん
玉
、
メ
ン

コ
、
お
手
玉
、
紙
芝
居
④
型
染
め
体

験
：
防
染
と
い
う
技
法
で
紙
を
染
め

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
作
り
⑤
楽

寿
園
の
自
然
：
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、

溶
岩
・
化
石
の
観
察
な
ど

■
機
織
り
体
験

時
７
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
※
所
要
時
間
１

人
30
分
程
度
（
申
込
時
に
調
整
）

場
郷
土
資
料
館
（
楽
寿
園
内
）

　

歴
史
ガ
イ
ド
の
案
内
で
梅
名
の
街

を
歩
き
、
親
子
で
坐
禅
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

時
８
月
27
日
㈰
午
後
４
時
か
ら

場
梅
龍
寺
（
梅
名
）
※
現
地
集
合

内
▼
坐
禅
（
１
時
間
程
度
）
▼
食
事

（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）
▼
花
火
大
会

費
１
人
５
０
０
円
（
食
事
、花
火
付
）

対
小
・
中
学
生
の
親
子

定
先
着
15
組

申
・
問
下
の
【
基
本
事
項
】
を
Ｖ
ｉ

ａ
７
０
１
☎
９
７
６
・
０
０
３
８

℻
９
７
６
・
０
０
５
３

問
商
工
観
光
課
☎
９
８
３
・
２
６
５
５

内
裂
き
織
り
の
体
験

講
杉
山
洋
子
さ
ん
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ

さ
ひ
）

対
小
学
４
年
生
以
上

定
先
着
10
人

申
・
問
郷
土
資
料
館

　

☎
９
７
１
・
８
２
２
８

申込時の【基本事項】　①事業名②郵便番号・住所③電話番号④参加者全員

の氏名（ふりがな）、人数、年齢、⑤返信用あて名（往復はがきの場合）

▲④８月 22 日㈫型染め
体験など自由参加の
イベントは申込みな
しで参加できます。

◀◀時、場、QR などアイコンの説明は 10 ページ【凡例】など参照
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